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記事内容

１ 六 甲 第８１号 ２０２１年（令和３年）８月３１日

１
面

第
１
次
連
隊
集
中
野
営
訓
練
、
北
方
機
動
転
地
訓
練

２
面

新
隊
員
特
技
課
程
及
び
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
後
期
教
育

３
面

無
事
故
日
数
４
０
０
日
達
成
部
隊
紹
介
、
連
隊
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
施
策
、
第
３
師
団
仕
事

博
２
０
２
１
の
紹
介

４
面

人
事
往
来
等
の
紹
介
、
定
期
表
彰
、
定
期
昇
任
、
成
人
者
紹
介
、
連
隊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

令
和
３
年
６
月
21
日
（
月
）
か
ら

25
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
第
１
次
連

隊
集
中
野
営
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
梅
雨
の
切
れ
間
に
現
れ

た
晴
天
の
下
実
施
さ
れ
、
「
師
団
の

攻
撃
を
支
援
す
る
後
方
支
援
連
隊
の

行
動
」
に
つ
い
て
演
練
し
、
特
に
、

「
移
動
・
展
開
に
係
る
行
動
」
「
支

援
要
領
の
最
適
化
の
検
討
」
及
び

「
自
衛
警
戒
検
証
」
を
重
視
し
た
。

ま
た
、
第
１
整
備
大
隊
に
お
い
て

は
施
設
整
備
隊
及
び
通
信
電
子
整
備

隊
に
対
し
、
補
給
隊
に
お
い
て
は
部

品
補
給
小
隊
に
対
し
、
衛
生
隊
に
お

い
て
は
救
急
車
小
隊
に
対
し
て
訓
練

検
閲
を
実
施
し
、
基
礎
と
な
る
部
隊

等
の
練
度
を
向
上
さ
せ
、
真
に
戦
え

る
強
い
後
方
支
援
連
隊
の
育
成
を

図
っ
た
。

衛生隊による救護訓練

令
和
３
年
６
月
14
日
（
月
）
か
ら
７
月
31
日

（
土
）
ま
で
の
間
、
上
富
良
野
演
習
場
及
び
矢

臼
別
演
習
場
等
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
北
方

機
動
転
地
訓
練
に
参
加
し
た
。

当
該
訓
練
間
、
師
団
検
閲
を
受
閲
す
る
第
36

普
通
科
連
隊
、
第
３
特
科
隊
及
び
第
３
戦
車
大

隊
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
師
団
段
列
を
編
成

し
、
状
況
に
応
じ
た
支
援
要
領
を
演
練
し
、
各

部
隊
の
識
能
向
上
を
図
っ
た
。

補給隊による歩哨の監視要領

北
方
機
動
転
地
訓
練

ＦＨ７０整備（２整大特科ＤＳ）

戦車整備（２整大戦車ＤＳ）

燃料支援（補給隊）

幌の補修整備（１整大）



２ 六 甲 第８１号 ２０２１年（令和３年）８月３１日

装
輪
車
整
備

７
月
２
日
（
金
）
か
ら
約
２
～
３

カ
月
の
間
、
千
僧
駐
屯
地
に
お
い
て
、

新
隊
員
特
技
課
程
及
び
一
般
陸
曹
候

補
生
課
程
後
期
教
育
を
実
施
中
で
あ

る
。

需

品

衛

生

野外入浴セット設営

シナリオ訓練

タイヤの組み換え

ノギス等による測定実習

野外入浴セット設営

患者後送

教
育
は
、
「
装
輪
車
整
備
」
「
需

品
」
「
衛
生
」
の
３
コ
教
育
隊
で
行

い
、
新
隊
員
特
技
課
程
に
お
い
て
は
、

陸
士
と
し
て
の
資
質
を
養
う
と
と
も

に
、
陸
士
と
し
て
必
要
な
基
本
的
な

特
技
を
修
得
さ
せ
、
一
般
陸
曹
候
補

生
後
期
課
程
に
お
い
て
は
、
陸
曹
と

し
て
の
資
質
を
養
う
と
と
も
に
、
陸

曹
と
な
る
前
に
お
い
て
必
要
な
特
技

の
基
礎
的
事
項
を
修
得
さ
せ
る
事
を

目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

衛
生
区
隊
で
は
、

一
般
陸
曹
候
補
生
９

名
（
内
女
性
３
名
）
、

自
衛
官
候
補
生
20
名

（
内
女
性
９
名
）
の

合
計
29
名
に
対
し
教

育
を
実
施
中
で
あ
る
。

新
隊
員
た
ち
は
、

約
３
カ
月
間
の
教
育

で
、
解
剖
生
理
や
応

急
処
置
、
患
者
後
送

等
の
知
識
及
び
技
能

を
修
得
す
る
。

需
品
区
隊
で
は
、

一
般
陸
曹
候
補
生
５

名
（
内
女
性
２
名
）
、

自
衛
官
候
補
生
12
名

（
内
女
性
６
名
）
の

合
計
17
名
に
対
し
教

育
を
実
施
中
で
あ
る
。

新
隊
員
た
ち
は
約

２
カ
月
間
の
教
育
で
、

需
品
機
材
の
取
り
扱

い
や
、
部
品
補
給
に

関
す
る
知
識
等
を
修

得
す
る
。

装
輪
車
整
備
区
隊

で
は
、
一
般
陸
曹
候

補
生
６
名
、
自
衛
官

候
補
生
10
名
（
内
女

性
２
名
）
の
合
計
16

名
に
対
し
教
育
を
実

施
中
で
あ
る
。

新
隊
員
た
ち
は
約

３
カ
月
間
の
教
育
で
、

大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
基

本
的
な
構
造
機
能
等
、

整
備
を
す
る
上
で
必

要
な
知
識
を
修
得
す

る
。



３ 六 甲 第８１号 ２０２１年（令和３年）８月３１日

輸送科（特大型セミトレーラー乗車体験）

連
隊
で
は
、
業
務
の
効
率
化
及
び
風
通
し
の
よ
い
勤
務
環
境
を
醸
成

す
る
為
、
毎
日
、
上
司
が
隊
員
ひ
と
り
ひ
と
り
に
職
務
上
の
任
務
を
付

与
す
る
と
と
も
に
、
部
下
と
の
対
話
に
よ
り
部
下
隊
員
が
抱
え
て
い
る

職
務
上
の
問
題
点
等
を
把
握
し
て
い
る
。

毎
日
話
し
合
い
の
場
を
持
つ
こ
と
で
、
相
互
の
信
頼
関
係
や
、
相
談

等
を
し
や
す
い
環
境
を
構
築
し
、
ス
ト
レ
ス
が
心
の
闇
に
な
る
前
に
ス

ト
レ
ス
を
軽
減
し
、
悲
し
い
事
故
の
防
止
す
る
と
と
も
に
、
業
務
の
効

率
化
を
図
り
、
働
き
や
す
い
環
境
を
構
築
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。

連
隊
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
施
策

通しの良い勤務環境が

な部隊を作る！

表彰を受ける第１整備大隊長（濱谷２佐）

令
和
３
年
６
月
18
日
（
金
）
及
び
７
月
27
日
（
火
）
、
千
僧
駐
屯

地
に
お
い
て
、
本
部
付
隊
及
び
第
１
整
備
大
隊
が
無
事
故
４
０
０
日

達
成
に
つ
き
連
隊
昼
礼
の
場
で
表
彰
を
実
施
し
た
。

悲しい
事故

ストレス
（悩み）

ストレス

プライベートに関する会話の増加

信 頼 関 係

相 談
違いへの
気付き

心の闇

毎日の職務に関する会話
（上司が部下を把握、班員同士が相互に関心を持つ）

遮
断

・小Ｇｐの長の能力向上
・業務の効率化

風 通 し の ピ ラ ミ ッ ド

表彰を受ける本部付隊長（加藤１尉）

令
和
３
年
８
月
７

日
（
土
）
及
び
８
日

（
日
）
、
千
僧
駐
屯

地
に
お
い
て
、
第
３

師
団
仕
事
博
２
０
２

１
に
参
加
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

自
衛
隊
を
就
職
先
の

一
つ
と
し
て
考
え
て

い
る
近
畿
地
区
在
住

の
方
を
対
象
に
し
て

お
り
、
陸
上
自
衛
隊

の
全
職
種
の
説
明

ブ
ー
ス
を
開
設
し
て
、

各
職
種
の
魅
力
を
伝

え
る
事
を
目
的
と
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
、

連
隊
は
「
武
器
科
」

「
需
品
科
」
「
輸
送

科
」
「
衛
生
科
」

ブ
ー
ス
を
担
当
し
、

各
職
種
の
説
明
の
他
、

装
備
品
の
展
示
や
体

験
を
実
施
し
た
。

衛生科（野外手術システム車展示）

武器科（整備の実演展示） 需品科（足湯体験）



六 甲 第８１号 ２０２１年（令和３年） ８月３１日４

８

月

転

出

者

連
隊
本
部

２
尉

宍
戸

英
徳

中
央
輸

（
神
町
）

本
部
付
隊

３
曹

川
端

冬
馬

和
歌
山
地
本

第
１
整
備
大
隊

１
曹

板
谷

綾

大
久
保
駐
業

２
曹

加
藤

聡
太

関
西
処

（
桂
）

３
曹

西

利
一
郎

武
器
教
導
隊
（
土
浦
）

３
曹

山
根

彩
花

中
方
付

（
伊
丹
）

３
曹

松
川

洋
平

東
方
後
支

（
武
山
）

第
２
整
備
大
隊

３
佐

栗
林

哲
也

防
衛
装
備
庁

（
市
ヶ
谷
）

１
尉

多
久

正
徳

中
方
総
装

（
伊
丹
）

１
尉

岩
崎

史
紘

青
野
原
駐
業

１
尉

高
山

直
樹

武
器
学
校

（
土
浦
）

曹
長

大
東

光
一

姫
路
駐
業

１
曹

立
石

千
秋

青
野
原
駐
業

２
曹

植
木

拓
也

１
後
支
連

（
練
馬
）

２
曹

岡
本

祥
史

補
統

（
十
条
）

２
曹

橋
本

一
生

宮
古
警

（
宮
古
）

補
給
隊

曹
長

藤
本

和
幸

需
品
学
校

（
松
戸
）

３
曹

小
田

孔
明

５
後
支
隊

（
帯
広
）

輸
送
隊

２
佐

山
名

政
義

中
央
輸

（
横
浜
）

衛
生
隊

３
尉

増
本

精

徳
島
駐
業

１
曹

松
尾

博
文

武
器
学
校

（
土
浦
）

２
曹

稲
岡

健
治

３
地
対
艦
連

（
上
富
良
野
）

２
曹

黒
崎

健

東
方
衛
生

（
朝
霞
）

連

隊

内

異

動

者

師
団
長
表
彰

第
３
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

２
佐

山
名

政
義

輸
送

曹
長

藤
本

和
幸

補
給

第
５
級
賞
詞
（
自
主
募
集
）

１
佐

三
宅

睦

連
隊
長
表
彰

第
４
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

３
佐

栗
林

哲
也

２
整
大

１
尉

多
久

正
徳

２
整
大

１
尉

高
山

直
樹

２
整
大

２
尉

谷
口

潤

１
整
大

２
尉

清
家

久
生

衛
生

曹
長

村
津

一
平

２
整
大

曹
長

三
由

充
宏

２
整
大

１
曹

藤
木

昭
廣

本
付

１
曹

平
野

隆

本
付

１
曹

江
馬

久
弥

１
整
大

１
曹

髙
嶋

風
吹

２
整
大

１
曹

松
尾

博
文

衛
生

２
曹

青
柳

久
美
子

本
付

２
曹

水
本

純
也

１
整
大

２
曹

岡
本

祥
史

２
整
大

２
曹

橋
本

一
生

２
整
大

２
曹

長
谷
川

篤

２
整
大

３
曹

西

利
一
郎
１
整
大

３
曹

松
川

洋
平

１
整
大

３
曹

小
田

孔
明

補
給

３
曹

古
寺

正
直

輸
送

第
４
級
賞
詞
（
自
主
募
集
）

曹
長

中
芝

尚
史

輸
送

２
曹

本
田

忠
夫

輸
送

第
５
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

３
曹

東

愛
里
沙

本
付

第
５
級
賞
詞
（
自
主
募
集
）

２
佐

濱
谷

浩
人

１
整
大

２
佐

山
名

政
義

輸
送

第
５
級
賞
詞
（
業
務
改
善
）

２
尉

森

高
明

連
本

２
尉

宍
戸

英
徳

連
本

２
曹

山
本

裕
加

本
付

携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ご

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
第
３
後
方
支

援
連
隊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。第３後方支援連隊HP QRコード

https://www.mod.go.jp/

gsdf/mae/3d/3log/index.html

ホームページアドレス

９
月士

長

柳
本

将
志

１
整
大

１
士

田
井

礼
士

２
整
大

１
士

佐
藤

唯

補
給

10
月１

士

寒
川

遥
貴

補
給

１
士

山
口

真
空

補
給

11
月１

士

栗
栖

蓮

２
整
大

１
士

釜
口

櫻

補
給

12
月１

士

上
田

愛
子

１
整
大

第
１
整
備
大
隊

１
曹

井
上

和
則

４
後
支
連
（
福
岡
）

３
曹

瀬
戸
口

裕
史

12
後
支
（
宇
都
宮
）

３
曹

中
村

健
太

12
後
支
（
相
馬
原
）

士
長

野
呂

亜
嵐

４
曹
教

（
大
津
）

士
長

矢
島

大
和

４
曹
教

（
大
津
）

第
２
整
備
大
隊

１
尉

杉
浦

裕
明

武
器
学
校

（
土
浦
）

１
尉

下
村

隼
人

武
器
教
導
隊
（
土
浦
）

２
曹

高
倉

康
公

14
後
支

（
善
通
寺
）

２
曹

宇
都
宮

正
武

北
富
士
駐
業

２
曹

清
水

明
陽

３
特
隊

（
姫
路
）

２
曹

櫻
田

賢

８
後
支
連
（
北
熊
本
）

３
曹

石
井

秀
也

関
東
処

（
霞
ヶ
浦
）

士
長

中
島

夢
人

４
曹
教

（
大
津
）

士
長

桑
畑

海
渡

４
曹
教

（
大
津
）

士
長

福
原

天
晴

４
曹
教

（
大
津
）

士
長

竹
畑

天
里

４
曹
教

（
大
津
）

補
給
隊

２
曹

三
原

祐
香

女
教
隊

（
朝
霞
）

輸
送
隊

２
佐

千
田

将
也

陸
幕
装

（
市
ヶ
谷
）

２
曹

丸
山

剛
史

９
施
設
群

（
小
郡
）

衛
生
隊

２
尉

星
野

桜
子

阪
神
病
院

（
川
西
）

３
尉

西
村

浩
一

中
央
病
院

（
三
宿
）

１
曹

渡
邉

正
仁

８
後
支
連
（
北
熊
本
）

１
曹

及
川

文
仁

関
東
処

（
用
賀
）

２
曹

宮
原

和
宏

１
０
９
教
大
（
大
津
）

２
曹

齋
藤

雄
大

２
普
連

（
高
田
）

連
隊
本
部
へ

２
尉

清
家

久
生

衛
生
隊
か
ら

本
部
付
隊
へ

１
曹

江
馬

久
弥

１
整
大
か
ら

第
１
整
備
大
隊
へ

２
曹

安
井

大
景

２
整
大
か
ら

第
２
整
備
大
隊
へ

２
曹

水
本

純
也

１
整
大
か
ら

補
給
隊
へ

３
曹

東

愛
里
沙

本
付
か
ら

定

期

表

彰

成

人

者

紹

介

（

９

月

～

12

月

）

定

期

昇

任

連
隊
メ
ダ
ル
授
与

連
隊
長
よ
り

２
佐

山
名

政
義

輸
送
隊

２
曹

植
木

拓
也

２
整
大

連
隊
最
先
任
よ
り

３
曹

高
野

達

１
整
大

曹
長

大
東

光
一

２
整
大

曹
長

藤
本

和
幸

補
給

１
曹

渡
邉

秀
昭

２
整
大

３
曹

横
田

一
将

２
整
大

ア
ク
セ
ス
方
法

検
索
サ
イ
ト
か
ら

「
第
３
後
方
支
援
連

隊
」
を
検
索→

「
第

３
後
方
支
援
連
隊
」

を
ク
リ
ッ
ク
！

８

月

転

入

者

連
隊
本
部

１
尉

狩
野

清
美

中
央
輸

（
朝
霞
）

３
尉

山
口

享
祐

３
師
司

（
千
僧
）

１
等
陸
尉
へ

坂
口

圭
介

連
本

高
山

直
樹

２
整
大

２
等
陸
尉
へ

宍
戸

英
徳

連
本

平
山

正
人

１
整
大

宮
崎

陽
可
竜

補
給

清
家

久
生

衛
生

居
安

祐
子

衛
生

准
尉
へ

米
村

潤
治

２
整
大

曹
長
へ

坂
本

祐
美
子

本
付

菊
地

謙
治

本
付

谷

隆
雄

２
整
大

大
峯

貴
博

２
整
大

福
本

崇

補
給

新
保

充
義

輸
送

１
曹
へ

髙
木

智
久

本
付

福
生

拓
真

１
整
大

江
馬

久
弥

１
整
大

濱
﨑

國
友

１
整
大

石
垣

克
也

２
整
大

植
山

広

２
整
大

保
澤

剛
志

補
給

石
井

詠
子

衛
生

２
曹
へ

中
山

貴
洋

本
付

楠

恭
憲

本
付

金
井

健
悟

１
整
大

川
村

昌
弘

２
整
大

福
田

拓
也

補
給

和
田

直
樹

補
給

３
曹
へ

東

愛
里
沙

本
付

藤
木

聖
也

１
整
大

細
川

稜
剣

１
整
大

福
井

貴
斗

２
整
大

古
垣

孝

２
整
大

福
井

照

２
整
大

石
田

直
輝

２
整
大

中
川

仁
哉

２
整
大

村
上

綾

補
給

国
本

陽

補
給

森
本

寛
崇

補
給

高
見

優
奈

補
給

井
下

茉
奈
美

補
給

弓
場
上

和
紀

輸
送


